言 



1 干 田國士 



これ は 雑誌 「悲劇 喜劇」 が、 現在の 演 

劇に 対する 種々 の 質問 を 読者から 蒐め、 

同 誌 編集部が それ を 要約して 提出した 

問題に 対して 感想 を 述べた ものである。 



1 演劇 をつ くる 人と 制度 



編集部 今度 「ピカ デリ— 劇場」 が アメリカ 流 



のプ ロダ クシ ョ ン 制度に よる 新し い 実験 劇場と 

して 発足した ので、 演劇 をつ くる 人と 制度と い 

ふやうな 問題 を 中心に して 御 話 を 伺 ひたいと 思 

こます 

実は 昨日、 正宗 白鳥さん に 久しぶりに 遭 ひまして ね。 

いろんな 話が 出たん です けれども、 正宗さん は 東京に 

出る と 芝居 を なかなか よく 見られ るんで すね。 昨日 も 

僕の 顔 を 見て、 「いったい 今の 芝居 はこの ままで いい 

のか —— ？」 (笑声) とい ふ 話から 非常に 激しい 調子で 

「なんとか これ はしな くち やい けない んぢ やない か」 

と 云 はれる。 正宗さん がさう いふ 調子で 話 をされ る こ 



ての ことで、 ただ それが 初めてで 珍しい とい ふこと に 

意味が あるん ぢ やなく つ て、 当然 さう あるべ きこと が 

やっと その 通りに 行 はれる とい ふこと に 意味が あるの 

です。 もし それが できれば、 これ は やっぱり 大きな 結 

果を 生む と 思 ふんです ね。 それ は なぜかと いふと、 今 

までの 興行 資本の 手で 興行が 行 はれる 場合 はもち ろん 

のこと、 いは ゆる 新 劇団が いろんな 作品 を 取上げて 上 

演 する 場合 も、 劇作家の 上演 料 は 云 はばお ぼしめ しで 

ある。 (笑声) これ だけし か 出せない、 或は これ だけ 出 

せば 黙って ゐる だら う、 とい ふ 標準なん です。 ところ 

が 現代に おける 芝居と いふ もの は、 その レバ— ト リイ 



上演 料 次第で いい 作品が 生れる と は 限らない が、 さう 

いふ 一 面 も 十分 考 へられる と 思 ひます。 

四、 今までの 芝居 は 特に 日延べと いふ やうな 方法 も 

ありました けれども、 普通 は 公演の 期日 を 最初に 決め 

てし まひ、 特別な 事情の ないかぎ り それで 打 切る とい 

ふ 習慣に 対して、 今度 は ロングランが できる ことが 一 

つ の 特色です ね。 ロングランが できる とい ふこと は 一 

方から いふと、 非常に 不入 であると か 或はぶ ざまな も 

の はいつ でも 打 切って 止められる。 これが ちょっと 日 

本で は 画期的な y J とだと 思 ふ。 だいたい 芝居と いふ も 

の は 我慢して 見られる 程度の もの は 見る 必要 はな いん 



だからね。 (笑声) たいした もん ぢ やない けれども、 マ 

ァ やり はじめた 以上 仕方がな いから 一 ヶ月な り 十五 日 

なり を 打つ とい ふ ものなら ない 方が いいんで、 今まで 

はさう いふ ものが 相当 あつたと 思 ふんです ね。 それ を 

今度 の やり方に よ つて …… 日本の 芝居が 全部 さうな る 

ので はなく、 たった ひとと こだ けれども さう いふ こと 

を やる とい ふこと はや はり 全体に 大き い 刺戟と なる。 

それから ロングラン • システムで 見物が 喜んで 来さへ 

すれば いつまでも 長く 続けて やれる とい ふこと、 これ 

はまた 受ける 芝居が 必ずしも 芸術的に 勝れて ゐ ると は 

云へ ない わけです けれども、 とにかく 或る 選択の もと 



益から 離れた 理想 を もって、 しかも その 理想 を 一貫し 

て レバ —„ ^リイの 上に 示せる 劇場が できた とい ふこと 

は 非常に 大きな 新しい ことで、 ただ 運営委員会が ど ザ J 

に 理想 をお く かとい ふこと が 問題です ね。 これ は 運営 

委員会が いづれ 公表す るで せう からこ こで 臆測 はしな 

いが、 ただ 注文 はした いんだな ァ。 

最初 に ピ 力 デリ ー 劇場が 新劇 に 開放 さ れ たと 云った 

こと はちよ つと 言葉が 実は 狭い ので、 アメリカ 側で も 

日本の 新劇の 人に 接触 をして ゐて、 そこで 新劇 新劇と 

いふ 言葉が 使 はれる から 新劇と いふ ものの ある こと を 

知った とい ふ 程度で、 われわれの 概念で できて ゐる新 



うし …… 。 

反映 もす るで せう し、 それが その ま、 ピカ デリ— に 

入って、 その 新 劇団と しての 公演が できる やうになる _ 

それが つまり、 新劇の 成長で あり 完成なん です よ。 そ 

の 代り、 もう 新劇ではなくなる わけ だ。 日本の 大 劇場 

に 進出す る こと は 表面上 景気が ぃゝ けれども、 実は 新 

劇と して はいくら か 堕落 を 意味して ゐ たんだ。 それが 

やっぱり 日本の 特殊事情で すよ。 西洋で もブ— ル 

ヴァ— ル 劇と いふ 通俗 劇の 中には 文字通り 卑俗な もの 

もあります けれども、 ブ ー ルヴァ ー ル 劇場で 公演され 

る もので 新劇の 大人に なった ものが 沢山 ある。 さうな 



つて ゆく のが 当然で、 新劇が 永久に 新劇で あり、 新劇 

以外に 通用 しないと いふ こと は、 つまり 発育 不良の 人 

間と 同じです。 さう いふ 人 も 劇団 も 西洋に は 沢山 あり 

ますね。 それ は みんな 歴史の 陰に 消えて しまった。 む 

ろん その 時代に おいて は 何 かの 役割 を果 したら うけれ 

ども、 その 影響力 は 長く もない し、 或る 意味に おいて 

は それ は 一 つの 不運な 存在 だとい ふこと です ね。 

例へ て 云 ひます と、 フランスの 自由 劇場、 Le 

Theatre がだん だん 発展 をして いって、 アン ト 

ヮ ー ヌ Andr6 Antoine を 中心とする 職業 劇団に なり 

ましたね。 しかし 職業 劇団に なっても 取上げる もの は 



指す 必要 はない わけです ね。 さう いふ ものに なりが ち 

なんだ 日本の 新劇 作家 は。 かく 云 ふ 僕 も その 一 人 だが 

…… (笑声) 

編 だいたい ピカ デリ— 劇場 は 戯曲 中心の 芝居 

に 進んで ゆく と 思 ふんです が、 そこで 今度 は戯 

曲に 対する 岸 田さん の 夢 を …… 日本に どうい ふ 

戯曲が 出て くると 思 ひます か、 また 出て きたら 

い ゝ と 思 ひます か。 

僕 は 一 と 口に 云 ふとね。 今の 新劇 作家の 作品が その 

まま 成長して ゆく …… 成長して ゆく ことが すな はち 民 

衆の 心を捉 へる とい ふこと であれば これ はいちばん 結 



ら、 或は 野心と いふ 面から 考 へて 行く と、 ちゃう ど大 

新聞に 長篇 小説 を 書く やうな つもりで 戯曲 を 書く 人、 

それ はどうい ふこと かとい ふと、 数ケ月の 間大 新聞に 

長篇 小説 を 書く と い ふ ， J と は 非常に 責任 を 感ずる ん で 

すよ。 新聞社に 対する 責任 も ある けれども、 とにかく 

読者に 対する 責任です ね。 読ま なきや 読まな いでい ゝ 

とい ふ 大胆不敵な 人 も あるか もしれ ない が、 書く つも 

リ になった 以上 読まれな いのは 淋しい。 読まれる 以上 

面白く 読んで もら ひたい、 退屈させる こと は 禁物です。 

なんとなく、 非常に 責任 を 感ず るんだ。 この 責任と い 

ふ 言葉 は …… 僕の 云 ひたい こと はちよ つと 違 ふ 点 も あ 



るんだ けれども、 その 責任 を 感ずる とい ふこと は 今 ま 

での 戯曲 作家に あまりな いんです よ。 

編 重荷と いふと 語弊が あるか しれません が、 

さう いふ ものです ね。 

重荷と いふと 消極的で ゃゝ 気持が 滅入る が、 責任に 

立ち 向 ふ 気持 は、 もっと 明朗で あってい、 でせ う。 近 

ごろ は 十五 日に なった けれども、 前に は 三日 か 四日の 

新劇の 舞台に せいぜい 人が きたって 多くても 数千 人。 

その 見物が いは ゆる 選ばれた 見物です。 面白くな くつ 

て も 感心させる やうな ところが あれば い い。 (笑声) 

極端に 云へば、 「感心し にこい」 とい ふ 気持で 脚本 を 書 



結論になる かどう かわからない が、 恐らく ピカデ 

リ ー 劇場の 運営委員会 は 議論 百出で せう。 それ はいい 

んで すが、 それが どうい ふ 結果が そこに 現れよう とも、 

それに 対して 一般の 批判 を 仰げば い、。 さうなら なけ 

れば どうして も 運営委員会 の 独善と いふ ことにな リま 

すから ね。 少く とも 理想 を もって 或る 方向 を 示す こと 

が 必要 だね。 さう でなければ てん やわん や だよ。 (笑 

声) 運営委員会 は 経営 的な 面と 芸術的な 面で、 それ ぞ 

れ エキス パ— ト であるに 越した こと はない が、 専門家 

であるより 常識 を もった 社会人で ある ことが 大事です 

ね。 さう いふ 意味から いって、 僕 は 少数で ぃゝ から 専 



門 委員な リ 特別な 相談役な りと いふ ものが 必要 だと 思 

むま， 



2 戯曲と 小説 



編 雑誌で 戯曲 公募 を 続けて ゐる 関係 上、 戯曲 

家 志望の 人達と 話す 機会が 多 いんです が、 この 

頃の 若い 人達に は、 舞台 も 余り 見て ないし 戯曲 



も 読んで ゐ ないで、 た、 V 何とな しに 戯曲 を 書い 

てみ ると いふの が 相当 ゐ るんで す。 戯曲 も 小説 

も シナリオ も 書かう と 思 つてます と いふんで、 

小説と 戯曲の 違 ひなん かも 別に 深く は考 へて ゐ 

ない 人が ゐ るんで す。 それと 関連す るんで すが 

近頃の 編集者 や 読者 の 側で も 戯曲に ついての 認 

識 がない。 小説 も 戯曲 も 同じ 読物と して 考 へて 

ゐる。 だから 戯曲が 雑誌に 載った 場合に 読者が 

くひつ かない。 読み辛いと いふんで 雑誌に とり 

あげない。 ところが、 外国の もの はとり あげる 

んで すね。 例へば、 この間 ヴィ ルド ラックの 古 



僕らが 書き はじめた 時代に、 現役 作家と して 書いて 

る 人 たちのな かで 戯曲の 文体と いふ もの を チャンと 身 

につけて る 人 はいくたり もゐ なかった と 思 ふ。 だから 

ほかの 点で 勝れた 才能 を もって ゐて も、 戯曲 作家と し 

て かう いふ つまらない 対話 を 書いて ゐ るんで は ダメだ 

と …… それ は なぜかと いふと、 現代人の 生活の なか か 

ら f J れ だけの 対話し か 引出せな いとい ふことの 呑気 さ 

を 僕 は 歯痒 ゆく 思った。 その 前の 時代に なれば、 南北 

で も 黙 阿弥 でも もっと 鋭い 感受性で その 時代の 人間の 

言葉 を 生き生きと 捉 へて ゐる。 ただ 近代 人で ない とい 

ふだけ で、 立派に 戯曲の 文体 を 作り あげた 作家です か 



らね。 僕が それ を 強調した ことが 実は、 大 へんな 誤解 

を 招いた。 僕が 会話の 面白さ を 唯一 無上の ものと 思つ 

てゐる やうに 曲解した 人 も 多かった。 それ はあくまで 

も 誤解 だと 思 ふんです。 (笑声) 会話 を 面白く 書く こ 

と は、 芝居 を 面白い ものにする 一 つの 条件で、 その 対 

話の 魅力 は 戯曲 文学の 重要な 要素で は あるが、 あくま 

で、 初歩 的な、 言 はば、 戯曲の 文体が 戯曲の 文体で あ 

るた めに、 どんな 戯曲 家で も、 それ はもう 卒業し なけ 

れ ばなら ない 小学校 だ、 とい ふこと を 僕 は 強調した は 

ずな ん です。 さう いふ こと はい ちば ん やさしい ことで 

戯曲 作家なら 誰に でもで きなければ ならな いこと だ、 



の リズムと チャンと 合った リズムで 運んで 行く 

と 思 ふんです。 作家の もってる 対話の リズムが 

相当 意識 さ れ て ト書 に 入って る やうに 思 ひます _ 

それが 或る 意味で 戯曲 を 読み 易く して ゐ ると 考 

えます が 

それ は 理解 を 助ける とい ふこと です ね。 演出家な り 

俳優な りに この セリフ はかう い つて 貰 ひたいと いふ こ 

とです からね。 読む 方から いへば、 その 卜書 を 読めば 

その セリフの ィキは 或る 程度 飲み込める わけ だから、 

一 つの 戯曲が リズムに 乗って ゆく 手助けに はな るんで 

すよ。 



を やって みたんで す。 すると、 とっても 舞台で 

できない とい ふこと がわ かったんです。 できな 

いとい ふば かりで なくって、 千 田 君なん かの 意 

見で は、 作者が 「おめえ たちに はでき ないだら 

う …… 文学的な 表現と して かう いふ 表現 をして 

ゐ るんだ けれども、 おめえ たちに はでき ないだ 

らう」 とい ふ 気持で 書いて ゐる。 これ は 無理 だ 

らうと いふ ことにな つたんで す。 (笑声) 例へば、 

うしろ を 向いて 立って る 「おりき」 の 気持 や 動 

きを、 美しい 文学的な 表現で 描写して ゐる。 読 

んで ると、 面白 いんです けれども、 役者の 限界 



ど も、 読者に は y J の 人物が ゐるこ と を 思 ひ 出さ せる。 

さう いふ ことなん かも 必要な こと …… 。 

編 これ は 単なる 注意 を 喚起す る だけでなく、 

さう いふ こと をす るた めに 戯曲の リズムが 出て 

くると いふ 。 

それ はさう です。 複雑さと いふか、 ふくらみ をつ け 

る f とになる。 

編 たいへん 初歩 的な こと を 聴 くんです が、 対 

話です ね。 岸 田さん は、 小説 も 戯曲 もお 書きに 

なる わけです が、 この 前、 舟橋 聖 一氏に 座談会 

で 会って 話 を 聴いたら、 「小説 は 楽 だよ」 とい ふ 



んで すよ。 「対話と いふの は ギリ ギリのと ころ 

を つぎつぎに ゆく から なかなか 辛い けれども、 

小説 は 地の文で いろいろ 余裕 を もつ ことができ 

るから 楽 だよ」 とい ふこと を 話して ゐ たんです 

ね。 また 川口 松太郎 とい ふ 人 は 「俺 は 芝居 を 書 

いて ゐ たから 会話 はお 手の もんだ。 会話で 繫ぃ 

で ゆけば 小説なん か 書く の はわけ ない」 とい ふ。 

いろいろ 話が あるんで すが、 小説の 会話と 戯曲 

の 会話 はお 書きに なって ゐて違 ひが あるんで せ 

ク ゝ o 

う 力 

これ は 違 ふの が 本当 だと 僕 は 思 ひます ね。 つまり 小 



ない ぞ」 と 思 ふんです。 会話 をさせる と 時間が 経た な 

いんです よ。 (笑声) 

編 それで、 いまおつ しゃった やうな 意味で 陰 

影の ある 会話 を つ い 使って しま ふとい ふこと が 

あります か、 小説で …… 。 

あります。 ただ 変な ことになる けれども、 いまの 比 

較的 若い 中堅 作家です ね、 小説 作家の 会話 を 見て、 小 

説と しても ひどい と 思 ふな ァ。 それ は 今の 日本の 読者 

の 感覚が 言語 文化の 面から みて、 それ を 平気で ゆるし 

てゐ る。 封建的な 意味の 敬語 をな くして しま ふの は 

い、。 しかし、 使 ふ 必要の ある 限り、 敬語と いふ もの 



がデタ ラメで は 困る。 …… なんとい ふかな ァ、 非常に 

野暮った いね。 小説の なかの 会話の 地位 は考 へて ゐる 

でせ うが、 会話が どうい ふ もの だとい ふ 感覚、 これ は 

非常にな いと 思 ふんです。 こんな 言葉 遣 を この 人物が 

しちやお かしい とい ふ 言葉 遣です。 極端に い へば、 「う 

ちの お子さんが …… 」 とい ふ 調子 さ …… (笑声) ちょ 

つと 困る ね。 さう いふ ことに また 僕 は 不必要と 思 はれ 

る ほど 神経質 なんです。 読む にたへ なくなつ ちゃうん 

だ、 その 小説が。 地の文 だと 文章が 下手で も ほかの 見 

どころ で 魅力 を 感じる ことがある けれども、 会話に ち 

よつ と 欠陥が あると その 小説 は 読む 気がしな いくら ゐ 



索然と します ね。 これ はやつ ぱリ 戯曲 作家 の 悲哀 さ だ 

よ。 (笑声) 

編 もう 一 つ、 お書きに なって ゐて どっちの 方 

が 楽なん です か、 小説 をお 書きになる のと …… _ 

妙な こと をい ひます がね、 楽な こと は 小説なん だ。 

楽しい こと は 脚本なん だ。 だから 僕 は 小説 を アル バイ 

ト として ゐ るんだ。 (笑声) 

編 それ は 岸 田さん に アルバイトと いふお 気持 

が あるから 楽なん でせ うか。 それとも 小説 その 

ものが 戯曲より 楽なん でせ うか。 

白状 すれば アルバイト だから …… 。 本当に 小説に 打 



に 不出来な ものが 沢山 あるんで す。 (笑声) 

編 でも、 一 般 的に はどうで せう ね。 

その 人の 流儀 だと 思 ひます ね。 だからもう チャンと 

した コン ポジ シ ヨンと して、 或る 場合に は 幕切れ の セ 

リフも 頭の なかに できて 書き出す とい ふ、 さう しなけ 

れば 安心で きない、 また さう しなければ 満足な ものが 

できない とい ふ 人と、 さう はとても できない、 また さ 

うしても なんにも ならない、 仮り にさう してお いても 

書き出せば 必ず 違って 来る。 そのと きそのと きに ふつ 

と 浮んで 来る もの を、 次ぎ 次ぎに つかま へ る やり方… 

…お 先 真暗な ところ を 手探りで 行く やり方 …… を かし 



いけれ ども、 いくら あらかじめ 考 へたって とても 思 ひ 

浮ばない やうな 思 ひっきが、 いよいよ となると、 ひよ 

いと 飛び出す。 書いて ゐる とわれながら、 冷静に なれ 

ば さう でもな いんだ けれども、 (笑声) 「うまい こと を 

考 へたな ァ」 と、 さう いふ こと は やっぱり 僕らの やう 

にサッ とぶ つか つて ゆく 流儀の 者に は あるんで すね。 

チャンと コンポジション を 整へ て 書く 人 は、 その代り 

建築家が 設計 を 引いて それ を 眺めながら 実際の 物に 移 

して ゆく 大きい 喜び、 或は 得意 さは ある だら うが、 僕 

らには それ はない。 

編 コンポジション は 決って ないでも、 人物の 



急に 生きて くる。 あわてて 前の 人物の なかに それ を 書 

入れる とい ふこと が や つばり あるし …… 。 

編 さう いふ 戯曲に 対する 心 持 はお 書き はじめ 

にな つてから 今までの 長い間に —— 最近で は 

『速 水 女 塾』 をお 書きに なって る わけです が I 

I 作家と して 変り はありません か。 

その かぎりに おいて は 変り ません ね。 

編 ほかの 面で はいろ いろ 変リは …… 。 

それ はあり ますね。 近頃 は 非常に 変って きたんです 

よ。 

編 どうい ふ 点です か。 



ァ。 自分 を 偽る、 曲げる、 とい ふこと ぢ やありません 

が、 この 前 も 話した やうに、 僕 は 見物との 対話 をして 

ゐ ると 思 ふんです よ。 低い 声で 話 をして ゐ たので は 相 

手が ついて きて くれない、 遊んで くれないと いふ 気持 

ね。 やっぱり 早くい ふと、 自分が 孤独で あると いふ こ 

とに 対して、 それにた だ 満足す る こと はむしろ 一 種の 

ェ ゴ ィズ ム だとい ふ 反省が ある わけ だ。 もっとと にか 

く 人と 共に あると いふ こと を考 へな けり やい けない と 

いふ …… し をら しいで せう。 (笑声) 

編 一 番 影響 をう けられた 作家 は …… 戯曲 家で 



編 いま 岸 田さん は、 もう 少し 粗野な もの を戯 

曲の なかに 自分で も 出したい、 さう いふ 戯曲が 

現れて くるの はい いとお 思 ひに な つて をら れる 

とすると、 さう いふ 観点から 考 へて、 いまの 若 

い 人が 読ん で 犬い に 影響 をう けたら ぃゝ とい ふ 

作家 は？ 

(即座に) シェ ー ク スピア！ (笑声) それ はシェ ー ク 

スピアで すよ。 その 問題 を 簡単に いひ 切れば、 僕 も 

シェ— ク スピア を もっと 勉強し なければ いかんと いふ 

こと だな ァ。 今度の 『ハム レット』 (オリヴ イエの 映画) 

は 非常な 勉強になる ものです ね。 ァレは 勝れた 芝居 を 



ァレ だけに 映画 的な ものにし たとい ふ 点で 可能性の 極 

限に 達した もの だと 思 ふ。 とにかく シェ— ク スピアの 

戯曲と いふ ものの 面影 をァレ だけ 映画と いふ 手段で 伝 

へたと いふ こと、 それが チッ とも 映画と して 演劇に 降 

伏した 姿で なく、 その 点で 非常に オリヴ イエ は 偉い 男 

です ね。 しかも それが 芝居 を やって る 者に は 勉強に な 

るし、 それから 日本の 映画 人なん かもさう いふ 点で 注 

意して もら ひたいな ァ。 

編 ところが 恐ろしく 日本の 若い 人 はシェ ー ク 

スピア を 読まな いんです ね。 若い 人 だけでなく 

われわれ クラス (四十 代) が 読まな いんで ね。 



い 英語の 力で タイトル を 頼りに 見ても わかり ますね。 

編 フランス ぢゃ、 シェ ー ク スピアの 影響 は ど 

うなんで すか。 

一時あった とい ふこと が 文献に あります し、 さう だ 

と 思 はれる 作品 もあります。 尤も フランス 人に は 

シェ— ク スピア はてんで 肌に 合 はない 一 面が あるんで 

す。 さう いふ 意味で は フランス 人 はでき あがった 性格 

を もった 民族です ね。 日本人に さう いふと ころが ある 

かどう か 9 フランスで シ ェ ー ク スピアの 影響 をう 

けたの は 十八 世紀です がね。 その 頃の フランスの 文化 

と 日本の 現在と を 比べて みて、 日本の 方が もっと ズッ 



思 ひやり ね、 さう いふ もの は、 僕ら、 考 へて みると 恥 

しい ほど 足りなかった とい ふこと …… 。 

編 セリフの 点で はどうで すか、 シェ ー クスピ 

ァのは フランスの 作家の もってる セリフの 陰影 

と は 違った 意味の 陰影が あります ね。 

それ はあります。 力強い ダイナミックな リズム …… _ 

編 或る 意味で いふと、 シェ ー ク スピアの 陰影 

の 方が 歴史的 に み て も 普遍的 だ と 思 ふんです。 

さう いふ 点なん か …… 。 

そり や、 いまの 複雑さから きて ゐる でせ うね。 

シェ ー ク スピアと いふ。 …… 獎 もシェ ー ク スピアと い 



リカに いちばん はっきり 現れて る やうです ね。 

さう です かね。 

編 「ウィン タ ー • セット」 を 書いた マックス 

ゥ エル • アン ダ ー ソンなん か は 意識的に 取 入れ 

てゐる やうです ね。 

アメリカの 作家 は 大衆性 を 非常に 考 へます がね。 さ 

うい ふ 点で お 手本と い へば シェ— ク スピアに くるの は 

自然 だし、 それから 近世の 演劇の 革新 運動で は、 シェ— 

ク スピア は その ときどきに 浮かび 上 つてく るんで すね _ 

フランスで もさう です。 いま 申 上げた やうに 十八 世紀 

にシ ェ ー ク スピアが 登場した。 これ は クラシックから 



本当 か？ とい はれる からね。 (笑声) 

編 だけど、 出て こなく ちゃい けない わけです 

ね。 

僕ら も 現代 生活 を 描いて、 シェ ー ク スピア 的な 何 か 

がそれ に 現れる とい ふ 芝居 を 想像して みて、 想像つ か 

んで すね、 なかなか …… 。 それともう 一 つ 映画なん か 

見て、 最近 僕が それ を 強く 感じたん だけれ ども、 とに 

かく シェ— ク スピアが 偉大な 詩人で あるに しても、 日 

本の 現代語で ね、 シェ— ク スピア 的な 劇詩と いふ もの 

が 書け るかと いふ ことね。 さう いふ 点で かなり 懐疑 的 

に はなります けれども …… しかし さう いふ 才能と いふ 



ん だけれ どもね。 

編 変った 人間 を 作家が を かしくな く 書ければ 

いいんで すね。 アロハの アンち やんでも なかに 

はいいの がゐ るんで すね。 (笑声) 

主人公に はならない ね。 (笑声) 

編 主人公に してい、 のが 千 人のう ち 一人 ぐら 

ゐは あるか もしれ ない。 (笑声) 

「酔 どれ 天使」 か …… (笑声) それ はさう です よ。 大 

詩人の 眼から 見れば その 辺に 主人公 はころ がって るん 

だら うけれ ども …… 。 

編 いまの 戯曲 家 は 現代 生活との 繫 がりが 一面 



こと を …… 

それ は 由々 しい 問題で 迂闊に はいへ ない よ。 (笑声) 

いまの 若い 人た ち は 厳しい批評 は いづれ は 受ける でせ 

うけれ ども、 いま は 野放図に 甘やかして 書かした 方が 

い、 と 思 ふな ァ。 それでなければ みんな 早く 手堅い も 

の 手堅い ものと いふ ことにな つてし まふの はいけ ない 

から …… 。 

編 ともかく 岸 田さん の 時代 や 私たちの 時代よ 

リも、 いまの 若い 人の 方が 一家 をな したやうな 

気持になる のが 早いです ね。 

これ は 戦後の 特殊な 事情 ぢ やないで すか。 戦後の 



ジ ャ ー ナ リズ ムの 新人の 取上げ 方と い ふ 特殊な ことで 

すね。 

編 しかし、 い、 こと ぢ やないで すね。 一家 を 

なした 気になる と 今度 は そい つ を 守って ゆかう 

とします からね。 フリ ー な 題材で、 思 ひ 切った 

ものが 書け ないです よ。 岸 田さん あたりが いま 

までの 殼を 破った もの をパ ッと 書いて 下さる と 

みんな 真似 るんで すけれ ども …… 。 (笑声) 

しかし、 さう いふと きに 年寄の 冷水と いふ 批評 も あ 

ります からね。 (笑声) 



3 俳 憂と 劇作家 



このまへ に、 これからの 日本の 芝居の 行き方と いふ 

やうな 問題に 触れて、 僕が 現代の 風潮から いって 例へ 

ばかう いふ 種類の 芝居が 求められて ゐ るの ぢ やない か 

とい ふやうな 臆測 をした けれども、 それが かな リ 間違 

つて ゐ たとい ふこと を 感じた。 例の 「山鳩の 声」 がか 

なり 見物に 喜ばれた とい ふこと、 それから 今度の 「文 



としての 進化の 跡が みられない。 つまり 非常に 不吉な 

言葉で あるが 末路の 相貌 を呈 して ゐ ると 私 は 思 ふ。 し 

かし それなら 演劇に 失望して ゐ るかと 言へば さう では 

ない。 演劇の 革新と いふ もの は 何 か、 もっと 根本的な 

ところへ 眼 をつ けなくて はいけ ない のであって、 それ 

は 例へば 戯曲が 戯曲と しての 文学 性 を 高めて ゆく とい 

ふ 様な こと だと か、 戯曲が 演劇の 本質と いふ もの を 追 

及しても つ と 舞台 的な ものに ならなければ ならない と 

か、 あるひ は 俳優の 演技が た、 V 技術的に 巧みな だけで 

なく、 もっと 人間性の 深い もの を 表現す る やうに なら 

なければ いけない とか、 もう そんな 議論 だけで はどう 



指した ものが 出て ゐ なくても その 舞台が それなりに 美 

しい ものなら、 その 俳優に 対して 敬意 を 表し、 礼讃 を 

捧げれば それでい ゝん であって、 それ こそが 劇作家の 

立場 だと 思 ふ。 さう いふ 風に 考 へて くると、 劇作家と 

いふ もの は 戯曲と いふ 一 つの 文学の ジャンル を 追及す 

る だけで、 それが 舞台に か、 ると いふ こと はもち ろん 

予想しても よろしい が、 しなくても よろしい。 予想す 

る 場合に も、 劇作家と して は、 一 つの 新しい 舞台の ィ 

メ ー ジを 持った ところで、 それが 実際の 舞台の 上で 実 

現される とい ふこと を 期待す るの が 間違 ひで、 僕 は そ 

れ はた、 V 希望に 終る 場合の 方が 多い と 思 ふ。 西洋で は 



違 ふの が 当り前 だとい ふこと を、 もっと はっきり させ 

る 必要が ある。 それ を 日本で は 作家が 自分で 書いた も 

の、 その 通りの ことが 舞台の 上で 再現され る やうに 思 

ひすぎ てゐ る。 さう いふと ころに 劇作家が 逆に 色々 の 

束縛 を 受け てゐ るん ぢ やない かと 思 ふ。 また 不必要な 

失望 感 におち 入り、 劇作家が 舞台に 対して 無理な 要求 

を するとい ふこと がい ままで あるん ぢ やない かと 思 ふ _ 

そんな こと を 僕 はピカ デリ— からの 帰り道に 考 へまし 

てね。 さて、 そこで、 われわれ を も 含めて 劇作家が 演 

劇と 手 をつな ぐと いふ こと は、 もちろん 今す ぐに 不必 

要 だとい ふん ぢ やない し、 或は、 今 はま だ その 必要が 



として は 差 支へ ない が、 窮極の 目標、 ことに 理想的な 

姿と いふ こと を考 へる 場合に は、 自分た ちの 手で 脚本 

をつ くり 出す、 そして それ を 自分た ちの 流儀で 舞台に 

かける とい ふこと、 その 場合に おいて 学生 演劇と か あ 

る ひ は 自立 演劇の それぞれの 目的と いふ もの を 非常に 

は つきり させる ことが 出来る んぢ やない かと 思 ふ。 

た、 V 芝居の 真似 を するとい ふこと が 目的で あるんだ つ 

たらこれ は少 くと も 演劇の 専門家と しての 僕の 立場で 

は 何も 言 ふ 必要 はない。 かりに 教育家の 立場 だったら、 

あるひ はまた 父兄の 立場 だったら 何 か 言 ふこと も ある 

が、 演劇の 関^者の 立場と してで は 何も 言 ふこと はな 



全体としてです。 

編 例へば 「山鳩の 声」 とか 「ママの 貯金」 な 

ど を ごらんに な つても さう いふ こと をお 感じで 

h ゝ o 

19 力 

「山鳩の 声」 でも 「ママの 貯金」 でも 今まです でに あ 

つた ものです よ。 た y ちょっと 趣き を かへ たり 順序 を 

工夫したり、 つまり 技術的に 云って 新しい 味 を 出した 

程度の もので 厳密に いって、 あの 中に 芸術の 創造 は 何 

もないで すね。 だから あれ は 芸術と いふよりも むしろ 

娯楽に 近い 芝居 だと 思 ふ。 しかし 無価値で はない。 演 

劇と いふ ものの 立場から 言 へばね。 演劇が 娯楽 とい ふ 



歌舞伎が あす- J までき たの は 俳優が 芸術家 だ つた か 

らで すよ。 劇作家 も 俳優の 思 ひっき を 取 入れて 書いて 

ゐる。 特に 舞台に 翻訳され た 場合に はい は ゆる 原作と 

いふ ものと はず ゐ ぶん 形の 変った 舞台が 出て 来て ゐる。 

それが 芝居の 純粋な 形ぢ やない かと 思 ふ。 ところが 歌 

舞 伎の 俳優と いふ もの は 時代の せい もあった が、 日本 

では 特に 特殊な 階級に あつたた め 完全な 人間で はなく、 

一 つの 畸形 的な 人間であった。 そのために 歌舞伎と い 

ふ もの は 一 つの 畸形 的な 芸術に なって ゐ ると 思 ふ。 近 

代人と しての すぐれた 俳優が もし さう いふ 力 を 発揮す 

れば僕 はまた 別な ものが 出て くるの ぢ やない かと 思 ふ。 



編 外国の 場合に は 最近 さう いふ 努力が いくら 

か あるの ぢゃ あないで すか。 日本に 較べて …… _ 

意識的に さう いふ 努力 をし、 さう いふ 方向に 進んで 

ゐ るか どうか 僕に はわから ない。 

編 コポ— なんか はどうで すか。 

先生 はむしろ 戯曲に 奉仕した 側の 人 だな、 戯曲に 演 

劇の 全 生命 を 求めた。 さう いふ 意味で 一 種の 古典主義 

者なん です。 

編 最近 アメリカで、 外国 劇の 演出に 当って、 

原作 を 非常に アレン ヂ して ゐ るら しいが 特に サ 

ル トルの 「汚れた手」 をず ゐ ぶん アレン ヂ した 



うな ことが …… 。 

それ はい ままでの 幕と いふ やうな 制限 を 撤廃して、 

自由に 数多くの 場 を 使 ふと か、 舞台 を できるだけ 立体 

的に 使 ふと か、 映画 的 手法 を 取り入れる とか、 さう い 

ふこと は 別に 新しい ことと は 思 はない。 非常に 古く か 

ら やられて ゐる。 むしろ ある 意味から 言 ふと 繰返しで 

すね。 それ はや はり 舞台の 制約と いふ ものの 中で それ 

を 別の 形で 生かさう として ゐる ものです ね。 

編 それと 共に その他の アメリカ 作家の もの、 

例へば 先だって 日本で やった ソ— ン トン • ワイ 

ルダ— の 「ミス タ ー. 人類」 など を みても、 な 



う で to- 力 

田 村 君 はさす がに あの 脚本の 性質 を 呑み こんです な 

ほに やって ゐ るん ぢゃ あない かと 思った ね。 すなほに 

やる とい ふこと は、 日常茶飯事 的に やる とい ふこと ぢ 

やない。 母親が 子供 を 可愛がる 普通の 感情 を、 先づ第 

一 に 表面に 押し出す、 さう いふ やり方 を すれば それが 

すなほと いふ ことになる。 人物の 特殊性に 重点 をお き 

すぎない こと だ。 それが 芝居で は 大事な ことなん だが、 

それが いままで おろそか になって ゐた、 ただ 作者の 意 

図と 称して 特殊性ば かり を 重要視して ゐた 傾きが ある 



にもね。 その 声の 上げ 方の 解釈 をす ぐ 先に 出さう とす 

る やうな 行方、 演技の 二 ュ アンスが 非常にう すれて ゐ 

る。 重苦しくなる。 

編 劇評の 在り方と いふ ものに ついて 何 か …… _ 

劇評と いふ もの はや はり 普通の 所謂 文芸批評と は少 

し 性質が 違った もの だと 思 ふ。 新聞なん かの 劇評と い 

ふ もの は やっぱり 演劇の 芸術 性と 娯楽 性との 微妙な 関 

係 をよ く 呑 込んだ 批評で なければ ならない。 だから 芸 

術 的な 演劇の 価値と いふ もの は ある 標準で はっき リさ 

せなければ ならない と 思 ふ。 この 芝居 はかう いふ 観 方 

を すれば かう いふ 楽し さが あると いふ 事 を 親切に 教へ 



一体 何 を 楽しむべき かとい ふこと になって くると、 こ 

れは 劇評 家の 解説に よってず ゐ ぶん 違って くる。 もち 

ろん 楽しくな いもの を 楽しい と 強弁して 見物 を あざむ 

く 必要 はない が、 さう いふ 心 構へ であの 芝居 をみ なけ 

れ ばなら ない と 思 ふ。 そこで 僕 は 劇評 家に 注文したい 

こと はぁゝ いふ 僕で さへ 重苦しい と 感じた 芝居、 苦し 

いとい ふこと は 楽しくな いとい ふこと にな るんで すが 

それ ぢゃ僕 は あの 芝居 を 見て 後悔した か、 見た 時間が 

惜しかった か、 とい ふと さう ではない。 やはり 見て よ 

かった と 思 ふね。 見て ゐる間 は ある 程度の 緊張 感もぁ 

つたし、 また 一 種の 楽し さも 全： K: を 通じてと は 言 ひ 切 



あるひ は 時に よると 批判の かたちで、 うけとる。 別の 

意見に よ つ て 作者と 討論す る こと もで きる。 さう いふ 

喜び と か 、 楽し さが や つ ぱリ 精神の 娯楽 に 属する と 思 

ふ。 さう いふ ことが 全 然 出来な い 見物 も 中には あるが、 

とにかく さう いふ やうな こと を援 ける 劇評の 役目 を考 

へ てみ て ほしいと 思 ひます ね。 



4 ^優の 魅力に ついて 



含ませなければ ならない が、 とにかく、 さう いふ 時代 

を 僕 は 目指して ゐる。 つまり、 演出、 戯曲 は 俳優の 演 

技の 中に 吸収され てし まふ。 それ を 僕 は 理想と して 頭 

に ゑが いて ゐる。 少く とも 現在の 俳優 諸君 はさう いふ 

意気 を 持って、 芝居の 運命 を 自分た ちが 背負って ゆく 

とい ふ 気持で 進んで 欲しい と 思 ひます ね。 

編 さう いふ 意気で 進む 場合に、 た、 V 俳優が 中 

心 だとい ふ考へ 方に な つ て くれる だけで は 具合 

が 悪 いんです ね。 

さう です。 いつでも、 人間が 自分の 力 を 過信したり、 

あるひ は 自分で 背負 ひきれ ない もの を 背負 ひこ まされ 



編 これ は 日本 社会 全体の 風潮から と 思 ひます 

が、 さっきの 意味で 日本の 役者 はふん がいする 

とか、 相手に 対して、 対応す る 姿勢、 つまりす 

ぐ応 待す る 姿勢、 さう いふ ものが いまの 日本に 

つきまとって ゐて …… 相手 を 観察し 周囲 を 観察 

する 余裕がない …… 。 

なくなって ゐる。 しかし それ は 日本人が 本質的に も 

つて ゐな いもの ぢゃ あないで すね。 やっぱり 非常に あ 

わた y しい 最近の 日本の 社会の 移り 変り から、 自然に 

気ぜ はしくな つて …… 。 これ は 日本人の 本質 ぢゃぁ 決 

してない とい ふわけ は、 現在の 日本人の さう いふ 傾向 



を、 日本人 自身で 味気なく 思 ひ、 それ を 魅力が あると 

は 思つ ちゃ ゐな いわけ だから …… 。 これ は、 自然に、 

た、 V 受身の 立場で、 現実の 生活の 影響 だ け を 受けて 育 

つ て 来た 人間で は …… それ は やっぱり 役者になる 資格 

がない とい ふこと です ね。 

役者の 演技と いふ もの は、 どうしたって、 その 役者 

の 実生活の 延長になる わけです から、 演技 をい くら 

あ、 しろ、 かう しろと 言っても、 ふだんの 生活の 中で 

その 人の 頭の 働かせ 方、 ものの 感じ 方に、 それだけの 

素質がなければ、 これ はもう 望みがない。 やっぱり さ 

うい ふ 所から 一 つの 革命が 行 はれなければ ならない。 
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